
 

 

 

ESHパッシブデザインツール 2020年版の機能充実化の概要 

 

 

１．サンプルモデルプランの追加 

 これまでの4タイプのモデルに、住宅市街地に一般的にみられる南北に長い狭小モデルプランを追加し

ました。 

 

名称 庇なしタイプ 庇ありタイプ 備考 

住宅タイプ 

Ⅳ 

  ・今年度新規追加モデル 

 

・住宅市街地に建つモデル 

・床面積 89.42㎡ 

一般モデル 

  ・温暖地版 自立循環型住宅 

 への設計ガイドライン／ 

 建築環境・省エネルギー  

 機構 

 

・床面積 120.08㎡ 

住宅タイプ 

Ⅱ 

  ・温暖地版 自立循環型住宅 

 への設計ガイドライン／ 

 建築環境・省エネルギー  

 機構 

 

・床面積 131.67㎡ 

住宅タイプ 

Ⅲ 

  ・温暖地版 自立循環型住宅 

 への設計ガイドライン／ 

 建築環境・省エネルギー  

 機構 

 

・床面積 122.10㎡ 

住宅タイプ 

Ⅰ 

  ・温暖地版 自立循環型住宅 

 への設計ガイドライン／ 

 建築環境・省エネルギー  

 機構 

 

・床面積 73.70㎡ 

 

  

ESHパッシブデザインツールに組み込まれている住宅モデル 



２．オリジナル断熱仕様の取り込みへの対応 

 「構法・材料簡易入力シート」をESHパッシブデザインツールに実装しました。 

 

 下図に示すように、断熱仕様を設定するには、屋根や外壁などの部位を構成する材料をリストから選択

し、材料の厚みを設定します。断熱材の厚みについては熱橋を加味した厚さを指定します。 

 設定が終了したら、「DataSetへ保存」ボタンをクリックします。これにより、ESHパッシブデザインツ

ールの建物条件タブの「構法・仕様の選択」に設定した断熱仕様が反映されます。 

 この入力シートを使うことで、オリジナルの断熱仕様を簡単に入力することが可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

リスト形式から材料選択

構法・仕様として保存

材料の厚さを設定

構法・材料入力シート 

建物条件タブへ反映される箇所 



 

 

 

３．より判りやすい結果表示への対応 

 

①健康性・快適性評価に向けた結果の表示 

  

 任意の2室間の温度差の表示機能を追加し実装しました。 

 2室間の温度差については、例えば、入浴時の脱衣室と居間などとの室間温度差がヒートショックに影響

があるとの知見が得られつつあります。 

 追加した表示機能は、暖房期間における任意時刻の温度差を棒グラフで表示することで傾向を把握しま

す。最低室温の影響を把握できるように、表示形式として２室の温度の範囲を示す表示の他、健康の観点

から１室を基準として、温度差を表示する２つの表示形式を用意しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LDと洗面所の温度差グラフ表示の例 

 

グラフビューワーに新たに追加された室間温度差タブ上で、比較する時刻、比較対象の室名を選択 

比較する時刻
例）入浴

暖房期間中の時刻平均、温度差比較対象の室名

時刻平均室温、温度差

2室間の温度差

基準室（この例で
はLD）との差分

表示する時刻を指定



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

暖房期間

室温差

暖房期間における2室の指定時刻の室温、温度差を表示した例 

「室名１」を基準とした±

一方の室を基準とし、もう1室との室温差を表示した例 



 

 

 

②シミュレーション結果を容易に判断する手法の充実化 

 

 これまでは、シミュレーション結果については、「グラフビューワー」に表示されるグラフにカーソルを

合わせ、数値を読み取り、Excelで作成した「検討シート」に手入力していましたが、この手間を簡略化す

る仕組みを構築し、実装しました。 

  

 「グラフビューワー」に新たに「サマリー」タブを追加し、このタブ上で、対象室を設定することによ

り、自動的に各評価項目を抽出することが可能となりました。 

これをコピー＆ペーストすることにより、検討シートに貼り付けることができ、「検討シート」作成の作業

を簡略化できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象室

健康・快適性の評価建物の熱特性の評価

グラフビューワーに新たに追加された「サマリー」タブで対象室を指定する 

計算結果より自動的に読み取り抽出された評価項目の値を、検討シートへコピー&ペースト 


